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Ｎ
Ｙ
州
の
電
気
料
金
が
ハ
ワ

イ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
次

い
で
米
国
内
で
３
番
目
に
高
い

こ
と
が
Ｎ
Ｙ
州
オ
ー
ル
バ
ニ
を

拠
点
と
す
る
政
策
シ
ン
ク
タ
ン

ク
、
エ
ン
パ
イ
ア
・
セ
ン
タ
ー
・

フ
ォ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ポ
リ

シ
ー
の
調
べ
で
分
か
っ
た
。

　

最
新
の
連
邦
政
府
の
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
今
年
５
月
の
１
キ

ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
の
平
均
電

気
料
金
は
、
最
高
の
ハ
ワ
イ
州

で
52
セ
ン
ト
、
次
い
で
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
は
33
・
25
セ
ン
ト
、

Ｎ
Ｙ
州
は
29
・
93
セ
ン
ト
で
国

内
平
均
比
で
62
％
以
上
高
く
、

上
昇
率
は
１
年
間
で
12
％
増
、

国
内
の
平
均
上
昇
率
の
倍
だ
っ

た
。
昨
年
10
、
11
月
で
は
全
国

８
位
だ
っ
た
同
州
の
電
気
料
金

の
高
さ
は
12
月
に
は
６
位
、
そ

し
て
５
月
に
３
位
と
、
過
去
１

年
間
で
急
騰
し
て
い
る
。

　

６
日
付
の
Ｎ
Ｙ
ポ
ス
ト
紙
の

記
事
で
、
Ｎ
Ｙ
州
の
独
立
系
発

電
事
業
者
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
）
を
代
表

州
知
事
戦
の
論
争
に

屋
外
の
食
事
席

年
内
の
使
用
可
能
に

す
る
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｙ
の
ギ
ャ
ビ

ン
・
ド
ナ
ヒ
ュ
ー
理
事
長
は
同

州
の
電
気
料
金
の
高
さ
に
つ
い

て
、
公
共
料
金
の
70
％
を
占
め

る
変
電
・
配
電
に
伴
う
コ
ス

ト
、
税
金
、
手
数
料
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
費
用
を
指

摘
し
て
い
る
。
同
シ
ン
ク
タ
ン

ク
の
ジ
ル
ビ
ナ
ス
・
シ
レ
ナ
ス

理
事
長
は
石
油
火
力
、
ガ
ス
、

原
子
力
発
電
所
の
閉
鎖
後
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
生
産
量
が
十
分
で
は

な
い
こ
と
が
原
因
と
話
し
て
い

る
。
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
ポ
イ
ン
ト
の

原
子
力
発
電
所
は
Ｎ
Ｙ
市
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
25
％
を
担
っ
て
い

た
が
２
０
２
１
年
に
閉
鎖
と
な

っ
た
。
ま
た
総
収
入
税
、
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
税
、
売
上
税
に
加

え
太
陽
光
な
ど
ク
リ
ー
ン
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
促
進
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
チ
ャ

ー
ジ
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
、
公
共
政
策
目

的
の
不
課
税
）を
支
払
う
コ
ン
・

エ
ジ
ソ
ン
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ

リ
ッ
ド
な
ど
の
公
益
法
人
は
、

消
費
者
に
こ
れ
ら
の
負
担
金
を

転
嫁
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
て

い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
市
議
会
は
13
日
、
カ
フ

ェ
な
ど
の
飲
食
店
の
屋
外
ダ
イ

ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
年
間
営
業

の
認
め
る
法
案
を
可
決
し
た
。

同
市
で
は
こ
れ
ま
で
は
、
歩
道

沿
い
の
店
舗
は
屋
外
ス
ペ
ー
ス

を
年
間
を
通
し
て
営
業
で
き
て

い
た
が
、
道
路
上
の
店
舗
の
屋

外
ス
ペ
ー
ス
は
４
〜
11
月
限
定

と
な
っ
て
い
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
店
内
の
代
わ
り

に
屋
外
席
の
運
営
を
許
可
し
た

こ
と
で
、
同
市
は
10
万
人
以
上

の
雇
用
や
多
く
の
店
舗
経
営
を

保
持
し
た
。
し
か
し
規
制
緩
和

後
に
路
上
に
放
置
さ
れ
た
屋
外

席
用
の
小
屋
は
、
ネ
ズ
ミ
や
害

虫
の
住
処
と
化
し
衛
生
問
題
と

な
り
、
２
０
２
３
年
に
市
営
の

道
路
上
の
店
舗
を
対
象
に
、
屋

外
の
運
営
を
春
か
ら
秋
の
８
か

月
間
に
制
限
し
た
。

　

近
年
は
、屋
外
部
分
の
解
体
、

撤
去
費
用
の
負
担
が
重
荷
と
な

り
屋
外
ス
ペ
ー
ス
営
業
許
可
の

申
請
さ
え
を
も
断
念
す
る
経
営

者
が
増
え
て
い
た
。
同
法
の
５

年
ぶ
り
の
復
活
法
案
を
提
出
し

た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
選
出
の
リ
ン

カ
ー
ン
・
レ
ス
ラ
ー
同
市
議
会

議
員
は
「
多
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン

が
屋
外
ス
ペ
ー
ス
を
断
念
す
る

理
由
は
シ
ン
プ
ル
に
、
設
置
、

解
体
、
撤
去
費
用
が
異
常
に
高

い
こ
と
で
、
小
規
模
店
舗
に
と

っ
て
は
運
営
不
可
能
で
あ
る
」

と
話
し
て
い
る
。

　

マ
ム
ダ
ニ
市
長
が
同
法
案
を

承
認
し
改
訂
後
は
、
屋
外
ス
ペ

　

Ｎ
Ｙ
市
議
会
は
13
日
、
同
市

内
で
ま
ん
延
す
る
ペ
ッ
ト
の
糞

問
題
に
対
処
す
る
法
案
を
可
決

し
た
。
同
「
セ
ー
フ
・
ア
ン
ド
・

ク
リ
ー
ン
・
ア
ウ
ト
ド
ア
・
オ

ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
（
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
）
法
」
に
は
、

公
衆
の
場
の
ゴ
ミ
箱
に
糞
を
入

れ
る
マ
ナ
ー
袋
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

ー
を
最
低
１
２
０
０
個
設
置
の

義
務
付
け
、
公
共
広
告
（
Ｐ
Ｓ

Ａ
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
ペ
ッ
ト

犬
排
泄
物
の
堆
肥
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
が
含

ま
れ
て
お
り
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

施
行
に
２
０
２
７
年
度
予
算
か

ら
約
18
万
ド
ル
を
投
じ
る
。

　

市
の
相
談
窓
口
３
１
１
が

受
け
た
ペ
ッ
ト
犬
の
排
泄
物

に
関
す
る
苦
情
は
昨
年
比
で

45
・
５
％
増
の
２
９
２
６
件

で
、
２
０
２
４
年
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
放
置
さ
れ
た
犬
の
糞
は

１
日
当
た
り
平
均
50
万
ポ
ン
ド

（
２
２
７
ト
ン
）
に
上
っ
た
と

い
う
。
ジ
ュ
リ
ー
・
メ
ニ
ン
同

市
議
会
議
長
は
、
散
歩
中
の
飼

い
主
の
無
責
任
な
現
行
を
特
定

す
る
の
は
難
し
く
、
糞
の
放
置

に
対
し
罰
金
２
５
０
ド
ル
を
課

す
同
市
の
方
針
は
意
味
を
な
し

て
い
な
い
と
話
し
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
犬
の
放
置
糞

新
法
で
対
策
強
化

　

今
年
11
月
の
Ｎ
Ｙ
州
知
事
選

で
も
電
気
料
金
の
高
さ
は
争
点

に
な
っ
て
お
り
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
が
支
持
す
る
共
和
党
候
補

の
ブ
ル
ー
ス
・
ブ
レ
イ
ク
マ
ン

氏
は
、
公
共
事
業
委
員
会
（
Ｐ

Ｓ
Ｃ
）
を
通
じ
て
電
気
、
ガ
ス

料
金
の
値
上
げ
を
就
任
以
降
で

48
回
承
認
し
た
キ
ャ
シ
ー
・
ホ

ウ
ク
ル
同
州
知
事
を
批
判
し
、

自
身
が
知
事
で
あ
れ
ば
「
光
熱

費
を
半
減
し
、
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

を
廃
止
、
未
使
用
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
目
的
の
投
資

基
金
24
億
ド
ル
を
納
付
者
に
還

付
す
る
」
と
話
し
て
い
る
。
一

方
ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
電
気
料
金

の
上
昇
に
対
処
し
、
２
０
１
９

年
制
定
の
同
州
独
自
の
グ
リ
ー

ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
で
あ
る
気

候
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
＆
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
保
護
法
（
Ｃ
Ｌ
Ｃ
Ｐ

Ａ
）
の
執
行
を
今
年
初
旬
に
先

延
ば
し
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
ま
た
今
年
５
月
に
は
来
年

度
予
算
編
成
か
ら
10
億
ド
ル
を

確
保
し
、
電
気
料
金
支
援
と
し

て
１
０
０
〜
２
０
０
ド
ル
の
小

切
手
を
市
民
に
配
布
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

ー
ス
の
ゴ
ミ
処
理
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
条
件
で
、
違
反
し
た

場
合
は
最
高
５
０
０
ド
ル
の
罰

金
が
課
せ
ら
れ
る
。

　

ま
た
営
業
は
午
後
11
時
ま
で

で
、
２
年
間
で
３
回
違
反
し
た

場
合
は
屋
外
営
業
許
可
が
失
効

と
な
る
。

NY電気代
全米第3位

電
気
料
金
支
援
金
も

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

私
心
の
な
い
判
断
を
行
う

利
他
の
心
を

判
断
基
準
に
す
る

　

何
か
を
決
め
よ
う
と
す
る
と

き
に
、
少
し
で
も
私
心
が
入
れ

ば
判
断
は
く
も
り
、
そ
の
結
果

は
間
違
っ
た
方
向
へ
い
っ
て
し

　

私
た
ち
の
心
に
は
「
自
分
だ

け
が
よ
け
れ
ば
い
い
」
と
考
え

る
利
己
の
心
と
、「
自
分
を
犠

牲
に
し
て
も
他
の
人
を
助
け
よ

ま
い
ま
す
。

　

人
は
と
か
く
、
自
分
の
利
益

と
な
る
方
に
偏
っ
た
考
え
方
を

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
み
ん

う
」
と
す
る
利
他
の
心
が
あ
り

ま
す
。
利
己
の
心
で
判
断
す
る

と
、
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て

い
な
い
の
で
、
誰
の
協
力
も
得

50

な
が
互
い
に
相
手
へ
の
思
い
や

り
を
忘
れ
、「
私
」
と
い
う
も
の

を
真
っ
先
に
出
し
て
い
く
と
、

周
囲
の
協
力
も
得
ら
れ
ず
、
仕

事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
う
し
た
考

え
方
は
集
団
の
モ
ラ
ル
を
低
下

さ
せ
、
活
動
能
力
を
鈍
ら
せ
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
日
常
の
仕
事
に
あ

た
っ
て
、
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば

と
い
う
利
己
心
を
抑
え
、
人
間

と
し
て
正
し
い
か
、
私
心
を
さ

し
は
さ
ん
で
い
な
い
か
と
、
常

に
自
問
自
答
し
な
が
ら
も
の
ご

と
を
判
断
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ら
れ
ま
せ
ん
。
自
分
中
心
で
す

か
ら
視
野
も
狭
く
な
り
、
間
違

っ
た
判
断
を
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

一
方
、
利
他
の
心
で
判
断
す

る
と
「
人
に
よ
か
れ
」
と
い
う

心
で
す
か
ら
、
ま
わ
り
の
人
み

ん
な
が
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
視
野
も
広
く
な
る
の
で
、

正
し
い
判
断
が
で
き
る
の
で

す
。

　

よ
り
良
い
仕
事
を
し
て
い
く

た
め
に
は
、
自
分
だ
け
の
こ
と

を
考
え
て
判
断
す
る
の
で
は
な

く
、
ま
わ
り
の
人
の
こ
と
を
考

え
、
思
い
や
り
に
満
ち
た
「
利

他
の
心
」
に
立
っ
て
判
断
を
す

べ
き
で
す
。
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